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秋があったと思えないほど寒くなりましたね。実習や卒論、課題、就活などで、まだまだ忙し

い毎日だと思います。空気が乾燥して、風邪も引きやすくなっていますので、体調管理に気をつ

けて、暖かくして過ごしてください。  

冬休みの長期貸出は下記の通りです。開館カレンダーは、12 月上旬に配布予定です。通常と

開館時間が異なる日もありますので、よく確認してください。図書館 HP でも確認可能です。 

・・・・・・・・・・・冬休みの長期貸出・・・・・・・・・・・ 

開始日１２月９日(水)  返却日１月７日(木) 
 

 

 

今月の特集・・・『食の力を感じる本』 
「おいしい」って、生きる力に直結しているように思います。「食」をテーマに幅広い分野から元気が湧いてくるよ

うな本を選書しました。 

● 「注文をまちがえる料理店のつくりかた」小国 士朗 著／方丈社【369.26-ｵ】 

   ･･･ホールにいるスタッフはみんな認知症。だからときどきオーダーや配膳を間違えてしまいます。間違えることを受け

入れて、間違えることを一緒に楽しむ。そんな料理店があるのもいいですよね。 

● 「日本一の給食」佐々木 十美 著／学研パブリッシング【374.94-ｻ】 

   ･･･子どもたちに本物の味、おいしくて、安全なものを食べさせたい。自分のできることには最大限に取り組む。お手本

にしたい一人の女性の仕事ぶりや生き様も見えてきます。 

● 「朝食おやつ」磯谷 仁美 著／文化出版局【596.6-ｲ】 

   ･･･「１時間もあれば、作りはじめてから食べ終わるところまでできてしまうような」気軽なレシピ集。プレーングラノ

ーラのレシピは最高傑作かと！朝から元気が出せそうな朝食おやつが簡単に作れます。 

● 「おいしいおはなし」本とごちそう研究室 著／グラフィック社【596-ﾎ】 

   ･･･懐かしい名作に出てくるおいしそうな料理の数々。美しい写真と楽しいレシピにもワクワクします。それと同時に、

昔読んだあの本がもう一度読みたくなるかもしれません。 

● 「おすしのずかん」大森 裕子 作 藤原 昌高 監修／白泉社【E-ｵ】 

   ･･･おいしそうなお寿司のイラスト、子どもにあーんと食べさせたくなります。お寿司のページをめくったあとに元はど

んなお魚だったのかが分かる設定になっているのも絶妙です。 

● 「とりあえずウミガメのスープを仕込もう。」宮下 奈都 著／扶桑社【914.6-ﾐ】 

   ･･･「いつもは思い出さなくても、ふとした拍子に耳によみがえって、生きていく気持ちを支えてくれる（P267）」それ

を目標に小説家を職とする著者。食にまつわるエッセイも言葉が輝いています。 

他にもたくさんあります。気になる方は是非、ご来館ください。 

今月の特集本は、カウンターにある「今月のおすすめ」コーナーに置いてあります。 

 



～図書館職員が選ぶ～ 

今月のピカッと光る一冊 

 

 

 

 

 

 

                                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      ※貸出回数が同数のものが複数冊あったため、その中から司書がピックアップしました。 

 

●●編集後記●● 

                秋があったのかと疑いたくなるほど急激に寒くなってきましたね。空気も乾燥してきたので、 

               防寒をしっかりして風邪を予防しましょう。 

                これから実習や長期の休みで本を借りる機会が多くなると思います。本を借りていることを 

               忘れたり汚してしまったり等しないように、大事に扱っていただくようお願い致します。 

                今号が今年最後の図書館だよりです。今年は環境が色々と変わって大変だとは思いますが、 

               元気に新年を迎えられるように頑張りましょう。 

次号の『図書館だより』は2021年1月に発行予定です。 担当 加羽澤  

貸出ランキング 9月～10月 

貸出回数 書     名 著者名 出版社 

3回 くれよんのくろくん なかや みわ さく・え 童心社 

3回 おちばいちば 西原 みのり 作 ブロンズ新社 

3回 Ｔｈｅ Ｇｉｖｉｎｇ Ｃｈａｉｒ 香山 美子 作 アールアイシー出版 

3回 ふゆってどんなところなの？ 工藤 ノリコ 作・絵 学研教育出版 

3回 実習の日誌と指導案サポートブック 大元 千種 監修 ナツメ社 

3回 春色梅児誉美 酒井 美羽 著 中央公論新社 

「わたしを離さないで」カズオ・イシグロ 著 早川書房 B933-イ 

 

本作は、２０１７年ノーベル文学賞を受賞した作品です。 

作者の「イシグロ・カズオ」は日本の長崎で生まれ、5歳で家族とともに渡英しました。現在は英国在住の 

日系人なので、英国人としての受賞です。ところで、日本人として過去に受賞した作家をご存じですか？ 

初めて受賞した日本人作家は「川端康成」1968年。二人目は「大江健三郎」1994年です。機会があり

ましたら、このお二人の作品も手に取ってみてください。 

さて、本題の「わたしを離さないで」は、ノーベル賞受賞前に日本でテレビドラマ化されました。 

主人公には「綾瀬はるか」、恋人役に「三浦春馬」幼馴染に「水川あさみ」が出演。 

つい先日、偶然にもテレビで視聴しかなりの衝撃を受けた作品で、原作を手に取る切っ掛けとなりました。 

内容は、介護人である「わたし」の一人称から始まり「わたし」が育った孤児院に遡ります。 

一見、どこにでもある貧しく慎ましい孤児院の生活。読み進むうちに、読者はその世界に違和感を覚え始めま

す。「わたし」とその幼馴染たちの未来には、どうにもあがくことのできない運命が待ち受けているのです。 

人間の倫理を超えた内容を、小説としてここまでリアルに描けるものなのか？と震撼した一冊でした。 

推薦者 土屋 

 


